














正解・解答例 
 

教科・科目名 地学（前期日程試験：令和７年度） １／４ 問題番号 R4 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学，地球，創造） 

 

 

１ 

 

２５％ 

 

採点時の配点 

５０点 

問 1 その公転軌道近傍に同じくらい大きな質量をもつ他の天体が存在し

ないという要件（37 字）（5％） 

 

問 2  

 （3％） 

内合の後，外合までの期間（14 字）（3％） 

 

問 3  (a)衝，(b)合（4％） 
 

問 4   

地球の公転周期 E，惑星の公転周期 P。両者の回転角速度の差は 

Ω −Ω = 2 − 2 = 2 ( − )
 

である。この角速度差に会合周期 S をかけると角度差が±2πとなるはずで

ある。よって上式の両辺に S をかけて 

(Ω − Ω ) = 2 ( − ) = ±2  

P>E の時，
( ) = 2 （外惑星），P<E の時

( ) = 2 （内惑星）。 

よって = ( ) ， = − である。 （6％） 

（ア） 金星（イ）火星      （4％） 

 



教科・科目名 地学（前期日程試験：令和 7 年度） ２／４ 問題番号 R4 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学，地球，創造） 

 

 

２ 

 

２５％ 

 

採点時の配点 

５０点 

 

問１ ②（3%）  

 

問 2 余震分布 （3%） 

 

問 3 海溝から陸側にかけて，隆起領域よりも沈降領域が陸寄りに位置す

る。(32 字) (5%)      

   

問 4 ある震央距離で，走時曲線の傾きが小さくなるという特徴。(27 字)

（5%） 

 

問 5 遠地地震の走時曲線を震央距離 0°から 180°まで描くと，震央距離

103°より遠方には S波が伝わっていないという特徴。(58 字)（9%）

 あるいは 

   遠地地震の走時曲線を震央距離 0°から 180°まで描くと，震央距離 

   103°から 143°に P波が伝わらない部分があるという特徴。(66 字) 

  

 
 
 



教科・科目名 地学（前期日程試験：令和 7 年度） ３／４ 問題番号 R4 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学，地球，創造） 

 

 

３ 

 

２５％ 

 

採点時の配点 

５０点 

 

問１ ア  SiO2  イ 三畳 ウ 古第三 エ 第四（1％×4＝4％） 

 

問２ アンモナイト，トリゴニア，イノセラムス，コノドントなどの中から

２つ回答（1％×2＝2％）      

    

問３ 岩石 A 結晶質石灰岩（大理石）     

岩石 B ホルンフェルス  （1％×2＝2％） 

 

問４ 斜長石 カンラン石  輝石 （1％×3＝3％） 

固溶体の性質 結晶構造は同じだが，化学組成が連続的に変化する性質。 

(26 字) （3％）       

        

問５ 石英 斜長石   カリ長石 黒雲母 （1％×4＝4％）   

    固溶体でない鉱物 石英  （1％）    

 

問６ チャート層，砂岩層，泥岩層の順に堆積した後，それらの地層が褶

曲した。その後，断層が形成された。その後，石灰岩層が堆積した。

その後，マグマが貫入し，花こう岩が形成された。その後，礫岩層が

堆積した。最後に，岩脈が貫入した。 (108 字) （6％） 

         

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      



教科・科目名 地学（前期日程試験：令和 7 度） ４／４ 問題番号 R4 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学，地球，創造） 

 

 

４ 

 

２５％ 

 

採点時の配点 

５０点 

 

問１ A  ハドレー循環 B 極循環 C 熱帯収束帯 D 貿易風  

E 偏西風  F 転向力  G エクマン吹送流 

H テレコネクション   （1％×8＝8％） 

 

問２ 速さの等しい海流にはたらく転向力が高緯度ほど大きいことにより

生じる。 （34字）   （4％） 

 

問３ 海水の水温や塩分の違いに基づく海水の密度差によって起きる。  

 29 字 （3％） 

 

問４ 貿易風が強まることで，赤道太平洋中部から東部の暖水層が薄くな 

り，湧昇流が強まる。その結果，赤道太平洋東部の海水温は平常時よりも 

低くなる。(68 字) （5％） 

 

問５ 日本では，夏は北太平洋高気圧が弱くなり，梅雨明けの遅れや夏の平

均気温の低下が見られ，冬は季節風が平年に比べて弱くなり，気温が高く

なる傾向にある。 (72 字) （5％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 地学（前期日程試験：令和７年度） 問題番号 Ｒ４ 

対 象 学 

部・ 

学科(課程)等 

 理学部（数学，地球，創造） 

出題のねらい 

 
１ 太陽系の惑星の運動に関する知識と理解度を問う。 
 
 
２ 地震波と地球の成層構造に関する知識および説明力をみる。 
 
 

３ 地質断面図と示準化石に関する知識および説明力をみる。 
 
 
４ 大気循環と海洋循環に関する知識および説明力をみる。 

採 点 基 準 
 

(点数は200点 

満点の場合） 

 
１ 配点25％ ５０点 
  問1  10点       合計10点 
  問2  各6点×2       合計12点 
  問3  各4点×2       合計 8点 
  問4  12点、各4点×2  合計20点 
 
 
２ 配点25％ ５０点 
  問1   6点        合計 6点 
  問2   6点       合計 6点 
  問3   10点       合計10点 
  問4   10点            合計10点 
  問5   18点            合計18点 
              
   
３ 配点25％ ５０点 
  問1  各2点×4     合計 8点 
  問2  各2点×2       合計 4点 
  問3  各2点×2       合計 4点 
  問4  各2点×3、6点    合計12点 
    問5  各2点×4 2点  合計10点 
    問6  12点          合計12点 
 
４ 配点25％ ５０点 
  問1  各2点×8     合計16点 
  問2    8点        合計 8点 
  問3    6点       合計 6点 
  問4   10点       合計10点 
  問5   10点         合計10点 
     
 

 


